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登米市教育委員会会議録 

会議の名称 平成２０年第１３回登米市教育委員会臨時会議 

平成２０年１０月１４日（火） 

午後２時０２分 開会 

開催日時 

午後３時００分 閉会 

開催場所 登米市中田庁舎 教育長室 

委員長氏名 委員長 畠山信弘 

委員長 畠山信弘 

委員 橘智法 

委員 猪股恭子 

教育長 佐藤壽昭 

出席委員氏名 

欠席委員 委員長職務代行者 久保泰宏 

傍聴者 なし 

教育次長（学校教育担当） 中津川定幸 

教育次長（社会教育担当） 後藤建一 

学校教育課長 加藤敬一 

生涯学習課長 千葉幸弘 

体育振興課長 泉敏彦 

教育総務課長 鈴木均 

事務局職員氏名 

活き生き学校支援室長 

（主任指導主事） 
金野勉 

書記 教育総務課 課長補佐 伊藤隆敏 

議案第３４号 
南方就業改善センター（西郷公民館）の地震被害診断結果 

と今後の対応について 
議題 

議案第３４号 決定 
会議結果
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議題･ 

発言･ 

結果 

畠山委員長 

畠山委員長 

畠山委員長 

畠山委員長 

佐藤教育長 

後藤教育次 

長

畠山委員長 

畠山委員長 

後藤教育次 

長

畠山委員長 

後藤教育次 

長 

開会（午後２時０２分） 

教育委員会議の開会を宣言し、本日の議事日程に基づき会議を 

開く旨を告げる。 

会議録署名委員の指名を行います。 

委員長から指名してよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

ご異議がないようですので、２番橘委員、３番猪股委員にお願 

いします。 

日程第１、議案第３４号「南方就業改善センター（西郷公民館） 

の地震被害診断結果と今後の対応について」を上程します。 

説明を求めます。 

（議案を朗読） 

（議案内容を説明） 

説明が終わりました。議案第３４号「南方就業改善センター（西 

郷公民館）の地震被害診断結果と今後の対応について」について 

ご質問ありませんか。 

かなりの被害であることは確認していますが、その間、ある程 

度は使わせていたのですね。 

６月１４日の発生後、利用に支障のないよう最大限の状況を整 

えるような指示を受け、応急措置としてドアなどを直しました。 

しかし当初は、部分休止がありました。 

最終的に、継続使用が危険であるという判断が下されたわけで 

す。 

いつから使えなくなるのですか。 

現実的には１０月に入ってから、すべての申し込みは取り消し 

してもらいました。
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橘委員 

後藤教育次 

長

橘委員 

後藤教育次 

長

橘委員 

後藤教育次 

長

猪股委員 

後藤教育次 

長 

危険である。継続使用ができない―という判断が出た限りは、 

早急に使用休止するお知らせをする判断でいいと思います。 

実際に、施設を利用してきた人は、年間どの程度ありましたか。 

現在の利用状況は、全館で年間８，０００人ほどの利用状況に 

なっています。 

体育館を除き特に多いのは、研修室で年間４，５００人程度の 

利用があります。 

また、コスモドクターを設置している保健相談室の利用も多く、 

１，３００から１，４００人を数えます。 

ほかの調理室、和室は１，０００人前後です。 

研修室の利用内容については、地域コミュニティのほか、総合 

型地域スポーツクラブが設立されている関係で、スポーツ関係者 

の会議など、１団体当たり５０人単位の会議が一番多く開催され 

ているようです。 

従って当面、こうした皆さんには、南方公民館に移ってもらう 

ことになります。 

私たちも現地調査で、明らかに傾いていることを実感してきま 

した。 

しかし、調査の結果、基礎くいが折れていたことが分かったの 

であれば、全面使用禁止も仕方ないと思います。 

なお体育館については問題ないようですが、トイレも大丈夫で 

すか。 

体育館については修繕が若干ありましたが、建物自体について 

は、一切問題は出ていません。 

立ち入りができなくするわけであるから、表示も合わせて行う 

ことになりますか。 

事務所を野球場の管理棟に移します。 

地域の皆さんへの周知は２１日になります。 

また地震が起きた場合に閉鎖はありますか。 

今後この施設をどうするかについては、いろいろな状況を整理 

しながら検討しています。
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畠山委員長 

佐藤教育長 

後藤教育次 

長

畠山委員長 

畠山委員長 

橘委員 

後藤教育次 

長

畠山委員長 

後藤教育次 

長 

地域の皆さんに不便を与えないためにも、方向性を早い時期に 

見出すよう鋭意努力していますので、もう少し時間をいただきた 

いと思います。 

安全面から、使わせないことは大事です。 

今後、早急に協議・対応していく姿勢をもってやろうとしてい 

くことも大事です。 

委員会としては、なくすことについてはいささか疑問があり、 

西郷公民館を存続するスタンスであることは伝えていきたいと思 

います。 

いただいた意見を教育委員会の取り組みとして進めていきま 

す。 

無い袖は振れませんが、気持ちを持っていることは理解しても 

らわなければならないと思います。 

原則、継続できるような形に頑張っていただきたいと思います。 

調査機関の名称は明示すべきだと思います。 

プールの被害に対する今後は、どのように考えていますか。 

全面復旧には１億１，０００万円程度が見込まれます。 

このプールは旧南方町で、夏休み期間の土・日のみに限定し、 

子供たちを中心に利用してもらおうと設置されたものです。 

高校生を含めた大人の利用は、１０人から２０人程度です。 

現在は、西郷公民館の復旧を最優先とするような意見をもらっ 

ていますので、大変申し訳ありませんが、プールは廃止の方向で 

検討しています。 

南方の皆さんとの話し合いの中で、新しい方向に持っていくこ 

とは、大切なことだと思います。 

プールの廃止については、地域の皆さんのコンセンサスは得ら 

れるものと思います。 

ただし、優先してやるものは何かということは、当然引き合い 

に出てくると思います。
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畠山委員長 

畠山委員長 

畠山委員長 

ほかに質問はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

質問がないようですので、議案第３４号「南方就業改善センタ 

ー（西郷公民館）の地震被害診断結果と今後の対応について」に 

ついては、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

ご異議がないものと認め、日程第１、議案第３４号「南方就業 

改善センター（西郷公民館）の地震被害診断結果と今後の対応に 

ついて」については、原案のとおり決定することとします。 

閉会（午後３時００分）


